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八丁原地熱発電所

52年6月から営業運転が開始された九州電力㈱の八丁原地熱発電所であ

る.わが国第5番目の地熱発電所でありその設備品カは50MWとわ

が国地熱発電所最大である.所在地は大分県玖珠郡九重町であり42

年に発電を開始した大岳発電所よりわずか2㎞程度のところにある.

写真の左上の方遠方にその大岳地熱発電所の蒸気が見られる.写真

の右方カミ八丁原の地熱井であり左方が発電所本体である.九州電力

(株)が大岳についで開発建設した2つ目の地熱発電所と注るわけで国

産エネルギｰ資源の開発の観点からもその意義は大きい.

通産省では現在国内の地熱資源開発促進のため諸施策を行恋っている

が地質調査所もその一翼をにない全国地熱地域の基礎調査を分担し

ている.国内の地熱資源の合理的開発の推進が望まれるや切である.

(文馬場健三写真正井義郎)�


